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日本銀行調査統計局

企業物価指数における調査価格の変更実績（2003 年 4～6 月中）

──　表中の前年件数については 1995 年基準卸売物価指数の前年同期＜2002 年 4～6 月＞の

件数。

１．調査価格の変更件数

── (　)内は前年、[　]内は全体の調査価格数＜2003／6 月時点＞

主な類別 件　数 主な品目名

国内企業物価 [5,498] 562(185) ────

電 気 機 器

化 学 製 品

鉄 鋼

一 般 機 器

加 工 食 品

繊 維 製 品

そ の 他 工 業 製 品

石 油 ･ 石 炭 製 品

165( 57)

54( 10)

46(  0)

46( 11)

37(  6)

35( 14)

31( 44)

27(  3)

コンデンサ、パーソナルコンピュータ、印刷装置、

汎用コンピュータ･サーバ、光ディスク装置・光磁気

ディスク装置、携帯情報端末、モス型メモリ集積回路、

デジタルカメラ、ビデオカメラ、録画･再生装置
硫酸、エチレングリコール、不飽和ポリエステル樹脂、

精神神経安定剤、解熱鎮痛消炎剤（医家向け）、

消化器官用薬（医家向け）、人工透析用薬、生薬･漢方、

製版用感光材料、ハンドソープ･ボディーソープ

製鋼用銑鉄、Ｈ形鋼、厚･中板、熱延広幅帯鋼、

溶融亜鉛めっき鋼板、機械用銑鉄鋳物、硬鋼線

圧縮機、油圧ポンプ、ドリル、駐車装置、田植機、

製材･木工機械、複写機、カーエアコン、娯楽機器

粉乳、バター、魚介缶詰、フィッシュソーセージ、

豆腐、レトルト食品、そう菜、ビール、リキュール類

合繊短繊維、アクリル紡績糸、毛織物、ブラウス、

女子用スーツ･スカート類、子供服、スポーツウエア
大豆かす、たんす、電子ピアノ･オルガン、一般書籍、

平版印刷物、おう版印刷物、スニーカー、球技用具

ジェット燃料油、ガソリン、灯油、軽油、Ａ重油、

潤滑油、アスファルト、石炭コークス

輸 出 物 価       [1,149] 232( 45) ────

電 気 機 器

金 属 ･ 同 製 品

化 学 製 品

一 般 機 器

  94( 15)

 33(  1)
  32(  5)
 30( 14)

外部記憶装置、ビデオカメラ･デジタルカメラ、

メモリ部品、民生用電気機器、電子機器用抵抗器、

電子機器用変成器、シリコンウエハ、集積回路、電球

ブリキ、冷延電気鋼帯、超硬チップ、ボルト･ナット

写真フィルム・レンズ付フィルム、潤滑剤、塗料

工業用ミシン、舶用ガソリン機関、半導体製造装置

輸 入 物 価       [1,620] 277( 67) ────

機 械 器 具

繊 維 品

木 材 ･ 同 製 品
その他産品･製品

132( 31)

  30(  6)
  26(  3)
  26(  9)

電動工具、電子計算機本体、ビデオカメラ･デジタル

カメラ、電気掃除機、モス型ロジック集積回路、

録画･再生装置、普通乗用車、分析機器、時計

シャツ、ブラウス、背広服･ズボン類、ネクタイ

から松丸太、ラワン丸太、広葉樹チップ、合板
羽毛、天然ゴム、新聞用紙、板ガラス、洋傘

合　　　　計 [8,267] 1,071(297) ────

（注）調査価格の変更：調査対象商品の変更、取引条件の変更、調査先の変更、輸出先・輸入元の変更、

契約通貨の変更等。



２．新旧商品の品質調整の方法

── 件、(　)内は前年

国内企業物価 輸 出 物 価 輸 入 物 価 合　　計

コ ス ト 評 価 法        

オーバーラップ法

ヘ ド ニ ッ ク 法        
直 接 比 較 法        

単 価 比 較 法        

比 較 困 難        

そ  の  他        

 77(  48)
 34(  26)
 22(   9)
146(  30)
  8(   1)
269(  71)
  6(   0)

 34(   9)
  8(   2)
  8(   1)
 74(   6)
  1(   0)
101(  24)
  6(   3)

 56(  10)
  0(   7)
  7(   3)
 70(  21)
  4(   2)
132(  22)
  8(   2)

167(  67)
 42(  35)
 37(  13)
290(  57)
 13(   3)
502( 117)
 20(   5)

（注 1）各品質調整方法の内容とその具体例については、「卸売物価指数の解説」付録編の付８「品質調整

の具体例」をご覧下さい。

（注 2）その他は、契約通貨の変更等。

３．指数上の処理

── 件、(　)内は前年

国内企業物価 輸 出 物 価 輸 入 物 価 合　　計

値　上　げ

保　合　い

値　下　げ

 36(   2)
435( 138)
 91(  45)

 22(   0)
170(  36)
 40(   9)

 15(   2)
215(  52)
 47(  13)

 73(   4)
820( 226)
178(  67)

（注）オーバーラップ法（新旧商品の価格差を両商品の品質差とみなして、実質保合いで指数を接続する

方法）を適用したケースについても、新しい調査価格が前月に比べ下落（上昇）している場合は、値

下げ（値上げ）処理として扱っている。

４．その他

【①価格調査段階の変更＜国内企業物価＞】

── (　)内は変更を行った調査価格数

類　別 品目名 変更内容 実施月

加 工 食 品

〃

鉄 鋼

電 気 機 器

〃

〃

その他工業製品

ビール　　　　　　　　　　（ 2）
即席コーヒー　　　　　　　（ 1）
熱延広幅帯鋼　　　　　　　（ 1）
電気がま　　　　　　　　  （ 1）
電気掃除機　　　　　　　　（ 1）
カーナビゲーションシステム（ 1）
児童乗物　　　　　　　　　（ 2）

卸売→生産者

卸売→生産者

生産者→卸売

生産者→卸売

生産者→卸売

生産者→卸売

卸売→生産者

5 月

5 月

4 月

4 月

5 月

5 月

6 月

──　需給の動きや技術革新の影響を含めた価格動向を、より的確に指数に反映する目的
で実施。



【②平均価格の採用に関する変更】

── (　)内は変更を行った調査価格数

類　別 品目名 変更内容 実施月

国 内 企 業 物 価 ──── ─── ──

加 工 食 品

〃

〃

〃

〃

化 学 製 品

〃

石 油 ･ 石 炭 製 品

〃

〃

〃

電 気 機 器

〃

〃

〃

〃

〃

〃

野菜缶詰　　　　　　　（ 1）
果実缶詰　　　　　　　（ 1）
そう菜　　　　　　　　（ 2）
粉乳　　　　　　　　　（ 2）
バター　　　　　　　　（ 1）
不飽和ポリエステル樹脂（ 1）
製版用感光材料　　　　（ 2）
ガソリン　　　　　　　（ 1）
灯油　　　　　　　　　（ 1）
軽油　　　　　　　　　（ 1）
Ａ重油　　　　　　　　（ 1）
カーナビゲーション

システム（ 1）
オーディオ　　　　　　（ 1）
カーオーディオ　　　　（ 1）
モス型メモリ集積回路　（ 1）
電話機　　　　　　　　（ 1）
ファクシミリ　　　　　（ 1）
配線器具　　　　　　　（ 2）

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

平均価格→取引価格

取引価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

取引価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

5 月

5 月

6 月

6 月

6 月

4 月

6 月

5 月

5 月

5 月

5 月

4 月

4 月

4 月

4 月

5 月

5 月

6 月

輸 出 物 価 ──── ─── ──

電 気 機 器 集積回路　　　　　　　（ 1） 取引価格→平均価格 4 月

（注）取引価格：実際の取引価格。

標準価格：標準的な建値、仕切価格、定価×掛目、料金表価格など、実際の取引において目安と

される標準的な価格。

平均価格：商品あるいは取引条件の異なる複数の実際の取引価格を、それぞれの取引数量で加重

平均した価格。
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